
▲歩道と車道のコンクリートの隙間に根を張るセイバンモロコシ 

 コンクリートの間から根を伸ばし、たくましく育つダイコン

や桜の木などが「ど根性植物」としてしばしばニュースになり

ます。私たちが普段歩いている整備された歩道にも、多くの植

物が根を張って生きています。 

 植物は、どのように過酷な環境を生き抜いているのでしょう

か？その秘密に迫ってみましょう。 



乾燥した高温な環境で生きる植物 
 コンクリートの歩道のような環境は、多くの植物にとっては生育

するために適していない環境です。夏になると地表近くの温度は高

温になりますし、逆に湿度は下がり乾燥するためです。裏を返せば、

このような環境でも生きられる植物にとっては、光をめぐる競争相

手のいない“穴場”になっているともいえます。 

てがたんコースの歩道の植物 

歩道の植物の増える戦略 
 このような厳しい環境では、つくる種の数が少ないと、子孫を残す

チャンスは少なくなってしまいます。そこで、たくさんの小さい種子

を作って遠くへ飛ばすことにエネルギーを使います。 

▲ナガミヒナゲシの子房を開くと、種子が沢山でてきました。  
 その数は1個体あたり約15万粒にもなるそうです。 

 今日のコースで見られる植物をご紹介します。 

←てがたんコースにあるエノキ。
林の中では他の樹木に光をさえ
ぎられてしまいますが、ここで
は日光を独り占めできます。 

オオアレチノギク アカメガシワ 

オッタチカタバミ アカカタバミ 

ツユクサ スミレ 

ニシキソウ ニワホコリ 


